
個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 道徳科 基本的な流れ

学びを深める指導・支援の重要ポイント

＜留意事項＞
・本時で扱う道徳的価値に関わる
部分に着目させ、焦点化を図る。

＜例＞
・道徳的価値に関わるニュースやドキュメンタリーなどの動画資料を
視聴する。
・新聞記事などを拡大表示する。
・道徳的な課題を自分自身の問題として考えさせるために、アン
ケート結果をグラフ化するなどして可視化する。

・端末に入力されたそれぞれの
考えを把握・整理し、全体に共
有する。

・大型提示装置等で読み物教材
のあらすじやポイントとなる場面
を提示する。

・大型提示装置等で資料を
提示する
・アンケート結果を提示する。

・教師用端末等に送信された
個々の考えを大型提示装置等
で一覧表示する。

【考えの整理・比較】
○端末に入力した個々の考えを
基に話合う。

○グループ内の意見や考えを端
末に入力し、全体で共有する。

○共通点や相違点等を基に、意
見交流を行う。

→焦点となっている事象や道徳的
価値について多面的・多角的に
考えられる。

【学習データの蓄積】
○端末等へ振り返りの内容を記録
する。
→自己の成長の確認ができる。
→評価材料として活用する。

＜留意事項＞
・画面ばかりに気をとられないよう、
話し合う態度に留意する。
例）閲覧する時間と話し合う時間
を区別する。

【考えの共有】
○個々の考えを端末に入力し、共
有する。

○端末で他者の考えを知り、議論
を通して道徳的価値を多面的・
多角的に考える。

→閲覧した情報から新たな気付き
を得ることができる。

→視認性に優れ、短時間で全員
の考えを共有できる。

【考えの整理・共有】
○議論を通して道徳的価値を理
解した後、改めて自己を見つめ
整理し、端末に自己の生き方に
ついての考えを表記する。

→人前で話すことが苦手な児童生
徒も考えを示すことができる。

・意図的指名で児童生徒の考え
を全体に紹介する。

・大型提示装置等を活用し、導
入時に使用した映像資料、ア
ンケート結果、児童生徒の考
え、ワークシート等の拡大画
像を提示

＜例＞
・端末に直接入力する。
・ワークシートやノートの記述を写
真撮影して保存する。

・グループ内での考えを大型提
示装置等で一覧表示する。

＜留意事項＞
・共有した個々の考えや各グルー
プの考えを交流する場面では、
補助発問（問い返しやゆさぶり
等）を行い、本音を引き出し考え
を深める。
・他者との直接的な対話が大切で
す。

＜例＞
・中心発問に対する考えを、キー
ワードで示す。
・自分の立場を数直線上に示した
り、色分けしたスライドで示す。

https://youtu.be/3FRSR5Txlpc?t=273
https://youtu.be/3FRSR5Txlpc?t=289

